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共通点





相違点





傷害致死被告事件





強盗致傷被告事件





覚せい剤取締法違反，関税法違反





道路交通法違反，危険運転致死傷被告事件





殺人被告事件





殺人被告事件





現住建造物等放火被告事件





被告人は，体の麻痺のため寝たきりの状態であった妻に対して，献身的な介護を行っていました。準備した食事を妻が嫌がったことなどに腹を立てて，妻に対して暴行を加え，傷害を負わせ，その傷害により死亡させました。





被告人は，重い病気にかかって，家族にも感染させているなどと思い悩むようになり，自殺しようと考えました。妻を一人残すと辛い思いをさせると考え，妻と無理心中することを決意し，死亡させました。





さい銭箱から現金を盗もうとした被告人は，見回り中の被害者に声をかけられて逃走する際，逮捕を免れるため，被害者に暴行を加えて全治約３か月間を要する傷害を負わせました。





被告人は，共犯者らとともに，営利の目的で，フランスの空港で航空機に搭乗する際，覚せい剤約1895.73グラムが混入された水溶液入り瓶３本を隠したスーツケースを，手荷物として預けて積み込ませました。日本の空港でこのスーツケースを航空機から運び出させて輸入し，その事実を申告せずに検査場を通過しようとしました。





被告人は，酒気を帯びた状態で，普通乗用自動車を運転しました。信号機のある交差点で，信号が赤色にもかかわらず，わざと無視しました。時速140キロメートルの速度で交差点に進入し，左方道路から信号に従った被害者の普通乗用自動車に衝突させました。被害者を出血死させて，被害者の同乗者に６か月間の治療を要する傷害を負わせました。





被告人は，仕事に就くことができず収入がないことなどから，預金が減っていくことに不安になり，路上生活になると思い込むようになりました。母にかわいそうな思いをさせるくらいなら，いっそ殺害した方がよいと思い，殺意をもって母を死亡させました。





被告人は，妻と離婚した後，自分が誰にも必要とされていない人間だと思い込むようになりました。自殺をしたり，犯罪を犯して刑務所に収容されたりすれば，思い悩む日々から抜け出すことができると考え，勤務先の倉庫に放火することを決意しました。従業員３名がいる建造物に，段ボール板にライターで火を放ち，建造物を焼損しました。





裁判員裁判の事例








